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• 

金
滞
古
蹴
志
巻
五

年
十
月
八
日
御
留
守
中
定
書
に
、
城
中
所
々
番
人
無
傷
怠
-
可
a
相
勤
一

自
然
替
時
分
相
番
人
遜
参
候
は
ピ
、
人
持
番
へ
断
り
得
=
指
閏
-
可
=
罷

蹄
吋
と
一
宮
ふ
ク
僚
あ
り
と
。
下
串
老
談
に
も
、
昔
三
の
丸
人
持
番
あ

り
L
事
、
今
に
人
々
云
ひ
停
ふ
れ
芝
、
共
の
詳
か
怠
る
事
見
あ
た
ら

宇
。
三
，
丸
奮
記
に
も
、
見
h
宇
。
但
し
寛
文
元
年
十
月
八
日
の
定
書

に
一
翼
々
と
云
ふ
ケ
僚
あ
り
。
さ
す
れ
ば
寛
文
の
頃
迄
は
.
人
持
番
有

り
し
と
見
ゆ
。
人
持
と
云
ふ
名
目
は
、
織
田
家
に
有
り
し
由
武
家
混

目
集
に
見
ゆ
。
天
正
二
十
年
六
月
盟
臣
秀
次
公
の
軍
法
出
令
第
一
僚

に
見
ゆ
れ
ば
‘
織
田
家
よ
り
の
名
目
に
て
も
あ
る
か
。
蛍
出
棋
の
奮
記

A
U

ム
v
へ》

に
は
、
』
元
総
三
年
の
年
頭
御
砲
を
初
め
と
す
。
共
の
後
は
往
々
見
ゆ
。

寛
永
四
年
の
士
幌
K
.
六
組
あ
り
て
組
衆
は
、
皆
高
知
の
面
々
に
て
、

今
の
人
持
中
の
先
組
多
し
云
々
。
今
按
4
1
る
に
‘
人
持
組
は
皆
高
知

の
大
身
者
た
る
が
故
に
、
高
知
番
所
と
呼
ぺ
り
。

。
物
頭
香
厨

三
州
志
来
因
概
覧
附
鍬
に
-X
ふ
。
昔
は
三
，
丸
に
物
.
顕
在
直
す
。
脇
田

丸
兵
衛
芭
賢
江
守
角
左
衛
門
是
屑
物
頭
た
る
時
、
直
自
に
は
紙
園
の

鰯
樽
院
三

J

丸
民
衆
り
‘
恒
に
連
歌
の
相
手
を
た
す
と
。
叉
=
寸
・
丸
書

出
物
の
内
K
.
近
年
御
番
所
無
沙
汰
に
候
。
風
呂
立
候
事
御
停
止
。

• 

三
之
御
丸
御
昏
所
に
有
v
之
候
。

一

、

御

鎗

拾

内

加

州

佐

藤

原

信

忠

二

本

加

州

佐

藤

原

盛

種

二

本

加

州

佐

藤

原

粂

春

一

本

金

津

佐

藤

原

信

友

一

本

加

州

佐

清

光

一

本

粂

若

・

一

本

綾

裏

一

本

勝

圏

一

本

右
御
鎗
、
今
般
取
除
き
候
様
被
a
仰
出
-
候
僚
、
御
武
具
方
へ
可
a
相
一
渡
-

皆
、
玉
井
勘
解
由
被
旦
申
渡
-
候
皆
、
御
馬
廻
頭
御
用
品
骨
一
脚
尾
主
殿
申
渡

候
に
付
、
則
御
鎗
相
渡
候
僚
可
v
有
昌
御
請
取
-
候
。
以
上
。

貨
永
元
年
九
月
十
日
三
之
御
丸
営
番
人
連
名

安

田

又

助

殿

悶

漣

発

丞

殿

様

井

源

街

殿

発

筋

$J 

喝
金
滞
古
蹟
志
品
位
五

。
馬
廻
組
番
所

三
州
志
来
因
概
魔
附
録
に
云
ふ
。
馬
廻
昏
士
‘
貞
享
元
年
ま
で
は
三

J

丸
・
橋
爪
・
玉
泉
丸
・
七
十
関
門
・
金
谷
門
・
裏
式
護
・
土
橋
、
此
の
七
夕

所
に
直
す
る
慮
、
此
の
年
十
月
よ
り
橋
爪
と
裏
式
荏
と
は
、
馬
翻
番

相
止
み
、
組
外
の
士
番
直
す
。
共
の
後
又
直
法
底
e柑
仰

4
y
o

と
い
へ

り
。
平
次
按
宇
る
に
、
右
直
番
所
の
中
に
も
、
三
，
丸
の
番
所
は
、
城

内
表
向
の
番
所
伝
り
し
故
に
.
寅
永
元
年
迄
は
番
所
に
鎗
・
棒
な
ど

の
飾
道
具
あ
り
た
り
と
見
b
て
、
貸
永
元
年
に
取
除
か
ら
れ
た
る
よ

し
。
そ
の
時
の
通
知
左
の
如
し
。

三
之
御
丸
御
呑
所
民
有
v
之
御
鎗
取
除
候
様
に
、
今
般
被
=
仰
向
-
候
僚
、

右
御
鎗
御
武
具
方
h
被
a
相
波
-
候
様
に
、
御
馬
廻
御
番
人
中
h
被
昌
申

渡
一
方
繍
藤
占
一
回
左
衛
門
h
可
v
有
=
示
談
-
候
。
以
上
。

甲

申

八

月

廿

丸

目

玉

井

勘

解

由

御
馬
姻
組
頭
衆
中

鐙

と
云
ふ
事
も
あ
る
由
。
彼
是
古
代
索
簡
の
風
俗
祭
す
ぺ
し
。
文
総
三
一

年
年
頭
の
御
般
に
、
中
総
以
下
の
諸
士
紙
子
を
着
し
て
御
融
せ
し
た

E
引
合
は
せ
見
る
に
‘
今
日
に
比
す
れ
ば
皆
古
風
な
る
事
也
。キリ

法

E
t
-
-
J
0
・a
、

t
-
t
y
-
-脚上
E
l

三
之
御
丸
御
馬
姐
御
番
所
に
有
v
之
候
。

一
、
棒
拾
本
、
内
五
本
損
有
v
之
候
。

右
三
之
御
丸
御
番
所
に
有
v
之
候
様
、
御
普
勝
道
具
支
配
人
へ
相
波
候

様
、
玉
井
勘
解
由
被
昌
申
渡
-
皆
、
御
馬
廻
頭
御
用
番
紳
尾
主
殿
申
渡
に

付
‘
則
相
渡
候
僚
、
可
v
有
=
御
請
取
-
候
。
以
上
。

寅
永
元
年
九
月
十
日
三
之
御
丸
蛍
番
人
連
名

判

秋

元

平

八

殿

。

南

門

此
の
門
は
=
一
J

丸
よ
り
鶴

J

丸
へ
逝
ふ
往
来
門
に
て
、
爾
曲
輸
の
境
な

る
掘
は
、
所
謂
土
橋
・
な
り
。
金
城
探
秘
録
に
‘
御
焼
失
以
前
、
三
の

御
丸
甫
御
門
は
、
末
森
大
手
の
門
の
材
木
也
と
申
僻
候
。
と
い
へ
り
。

今
按
宇
る
に
、
御
焼
失
と
は
貨
暦
九
年
四
月
、
披
内
焼
亡
を
い
へ
り
。

叉
末
森
の
大
手
門
は
、
能
登
園
初
咋
郡
末
森
古
城
跡
を
見
る
に
、
大

手
楼
門
の
遺
殴
と
て
、
子
レ
今
礎
石
往
来
の
左
右
民
共
の
ま
a
A

残
れ

り
。
三
州
志
古
嘘
考
に
も
‘
西
に
丸
岡
許
陀
十
一
間
飴
、
此
所
に
櫓

門
跡
あ
り
と
。
此
の
地
に
あ
り
し
門
左
る
ぺ
し
。

。

河

北

門

此
の
門
は
、
迫
乎
の

E
門
に

τ、
此
の
門
外
は
新
丸
と
い
へ
り
。
度




